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呼吸器感染症にはどんなものがあるの？
新型コロナウイルス感染症や季節性インフルエンザ、RSウイルス感染症、細菌性肺炎等がありま

す。呼吸器感染症の多くは、感染した人が咳やくしゃみをすることで飛んだ病原体を含む飛沫を吸い

込むことで感染します。

呼吸器感染症の予防

結核とは？

結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。結核を発病し進行している人の咳や

くしゃみの「しぶき」には、結核菌が含まれています。このしぶきの水分が蒸発して、結核菌だけが

空気中にただよって飛び、それを周りの人が直接吸い込むことによって感染します。

１年間に、日本では１万人以上の方が、福島県では100人以上の方が新たに結核の診断を受けて

います。県南地域では、既に令和６年の報告数が令和５年の報告数を上回っています。結核は、早期

発見・早期治療が大切です。

生後１年までにBCGワクチン接種を受けましょう
BCGは、結核に対する免疫をつけて、乳児の重症化を防ぐ予防接種です。

生後５～８か月に、必ずBCG接種を受けましょう。

（１歳以上は公費補助の対象外です）

発見されにくい高齢者の結核

発行元：福島県県南保健所生活衛生部医療薬事課 0248-23-1252 kansen_kennan@pref.fukushima.lg.jp

「県南地域感染症情報」に関する御意見､御質問等はＦＡＸ及びメールでお願いします。
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2022年新規登録結核患者

（年齢階級別 構成比）
６５歳以上の方は、結核の健康診断を受診する義務があ

ります。年に１回胸部レントゲン検査を受けしょう。

また、検診等で胸部レントゲン検査の精密検査が必要と

なった場合は、自覚症状がない場合でも、結核の疑いもあ

ると考えて必ず受診しましょう。症状が現れにくいのが高

齢者の結核の特徴です。

いずれかに該当する場合は

医療機関を受診しましょう

・手洗い ・換気
・咳エチケット

・場面に応じたマスクの着用 ・ワクチン接種

「結核はまだまだ身近な病気です」

「予防しよう 身近な呼吸器感染症」

9月24日～9月30日は結核・呼吸器感染症予防週間です！
今年度から「呼吸器感染症予防週間」が追加されました


